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地域連携無くして、金沢大学病院は存在しえません。地域   
を支援する中核病院としての役割分担が大切です。   




l ち、収入と支出を明らかにしましょう。」‾一上’－．：⊥1二．，∴1亡●■≒＝新臨床研修制度が発足しました。大学病院を「臨床医学治  1一 
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柄院モニターをユ；弄して市 D声を聞きます。利用者か  
らの不満、苦情、要望を聞き、てのニーズに真撃に取り組む  
ことで、大学病院のブランド性が高まるのです。  
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i広コ  の高い商品が準備されていなければなりません。診療科  
断的研究治療センターとして、下記のようなセンターを  
画し、治療研究プロジ工クトを推進させます。  
l   
他、 ＝可け、職員向けのリクレーション専門部署がある磨  
いい、ノ‾ね。とにかくみんなが働壬やすい、働く意欲の魂  
る病院にしたいと思っています。   ンター ●北陸ハートセンター ●炎症性腸疾患  
●痴呆・脳卒中予防治療センター・‥などなど。  
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本院の「基本理念」、「基本方針」及び「患者せまの権利」  
最高の医療を提供するとともに、人間性ゆたかな優れた医療人の育成に努める  
●人間性を重視した質の高い医療の提供 ●将来の医療を担う医療従事者の育成  











■  あたって   
































あなたが病院に対して何が出来るかを求めよ■   
院内各部門全員の皆様の叡智により、この変革は必ず乗り  
切れるものと信じます。   













当たり前”と■‘病院  そして‘l患者さ  

















「高品質の医療の提供」に努力していく所存であります。   
さて、「高品質の医療」とはどういう医療でしょうか？“最先端  
で高度な医療”のことでしょうか？本院は大学病院ですから高  
度先進医療を行うのは当たり前でナ 高度な医療と高品質の医  




実損する能力   






副病院長  HT  





























力が試王  ）る才：迫呈i■管理者としての理事、院長など経  副病院長  渡選  剛  
■L」      （ 診療・臨床教育・臨床研究担当）  
3   
■  
■ KindロiHospi－o一丁odqy  
■  
「   
：庄把なスタート  
■  
平成16年4月1日から新生金沢大学がスタート  しました   
法人化は、予算、組織、人事など様々な面で規制が大幅に緩和され、大学の裁量が拡大するといった  
法人化のメリットを大学改革のために最大限活用するところに意義があると思われます。   
そのためには大学の自主性、自律性を尊重するとともに、国民や社会への説明責任の重視と競争原理  
病院郡長小鍛治和夫 の導入、経営責任の明確化による機動的・戦略的な大学運営の実現を求められています。   
これらを実現するために、金沢大学は学長を中心とする機動的な運営体制の確立、学外者の参画による社会に開かれた運営シ  
ステムの実現、つまり学長の強いリーダーシップのもと役員会の議決により透明性の高い適正な意思決定を行っていくための組  







…病院機能評価の受審に向けて…   
4月から、「国立大学法人金沢大学（医学部附属病院）」となって、それぞれの頭の中には戸惑いながら  
も、また温度差はあっても何かを「変え」「改善」しなければという思いがある一方、勤務体制など厳しい  
現実に「元気が出ない」ということも事実と思います。   








とが大切と考えています。   
そして、いろいろな「改善」のためには、ひとりひとりのモチベーションを高め、それを維持していくことが大事ですし、そのため  
の環境整備力て必要です。大学の中で、こんなに様々な職種・資格者がいて、しかも24時間、連携をとらないと成り立たないのが病  
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る中建設現場へ直行しました。まだエレベータが設置されて  
いないため、建設工事用の仮設昇降機で4階まで上がり、4脂  















病院企画課課長補佐  青木  学   
視察中の医院長ら  
新中央診療棟の建設工事は順調に進んでおり、今年の12月  






今は、病院機能評価受審に向けて燃えているところです。（皆さん一緒に頑∃長りましょう。）   
生れは岐阜県郡上市大和町の「古今伝授の里」です。（インターネットで「古今伝授の里」をクリッ  
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院が国立大学法人化となって   
2年ぶりに戻った金沢はやはり加賀百万石という歴史と文化都市であることを痛感します。そ  
のうえ食（魚）、お酒が美味しいので私にとっては本当に嬉しいかぎりです。   
本院の病院再開発整備は、中央診療棟が今年12月に完成、残すは外来診療棟だけとなり、病院  
にとっては病院経営の健全化と同様に外来診療棟建設に向け全力投球しなくてはならないことに  像 




壬ましたが、私自身も含め病院経営・マネージメントという言葉の重要性を本当に実感しているだろうか。   
国立大学法人の病院は、自らが日標・計画を立案したものを実行し、第三者評価を受けることになります。これは、上意  
下達といった受動的な意志決定ではなく病院が自己責任として目標・計画を立案し、その計画を達成しなくてはならない  




対して積極的に説明していく必要があります。   
法人化となった病院は、病院経営を限られた資源の中で目標・計画に基づき効率的に行うことになります。   
不幸にして医療事故が発生した場合、法人自らが被告となり、原告と争うことになり、敗訴となれば多績の損害賠償の責を  








国立大学法人であ病院の役割と位置付けを理解し、職員の一人一人が置かれている立場において、  等に最善の努  
力をしていくことが、  と思っております。  











＼＼ 今回のテーマは「事務部課長紹介」と言うことなので、簡単に自己紹介させていただきます。出身は、岐阜県（南東部で  
辰野県に近いところ）で金沢は3力所目の単身赴任です。趣味・特技は、スキー・テニス・魚釣り・機械いじり・料理・害  
eふ、t  
渡り下  用 
きれません‥）性格的には‥・大雑把でマイペース、他人に対しては気が長い、  
心深い、基本的には人付き合いが大好壬、良くも悪くも正直すぎるかと思う・†－七  
ろしくおつきあい下さい。   
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；外科 広報記事  
『週刊現代』5月号「2004年版 心臓病に克つ r信頼の名  





下のように紹介されています。   

























































どの治療にも力を入れています。   
この話題は5月18日北陸朝日テレビ「健康の館」で約10分  
間放映され、北国新聞でも取り上げられ、この分野の診療の  













／作成へ！   
マスコミ等でも話題の疾患「男性更年期障害」の診断、治療  
のガイドライン作成が、日本泌尿器科学会で決まり、4月10日  
に1回目のワーキンググループ（班長 並木幹夫教授）の会議  
が開催されました。その際、男性更年期障害を広く捉えるため、  






3．窒竃76 復泌病 闇ヨ   整合lこ尭lる！   
第17回老年泌尿器科学会（会長 並木幹夫教捜）が5月28  
日、29日に金沢市文化ホールで開催されました。この学会は  
高齢化がかかえる排尿障害等の諸問題を医師、看護師、保健  
婦などが学会でとり扱い、今回のテーマは「戦争を知らない世  美声で会を盛り上げる和田出看護部長と師長軍団   
；出斗 広報記事  





話題となった用語は聞き憤れない「歯固め」でした。   
今春4月初旬～6月初旬の歯の衛生週間の間にテレビ出演  
が異例に集中しました。一般市民の方々が歯科のどういった  
ことに関心を持っておられるかが分かりますので紹介します。   
それらの内容は…・・■…‥…・・…・…・   
①「歯ぎしりの成因と対策」   
4月5日（月）NHK石川ワイド610  
②「虫歯における再石灰化」   
「ヒトが立つことによって発生した顎関節症」   
4月13日（火）テレビ金沢じゃんけんぽん  
③「よく噛むことの効用、特に脳刺激」   
4月27日（火）テレビ金沢じゃんけんぽん  
④「ドライマウスの成因と対策」   
6月7日（月）NHK石川ワイド610  
（参「女性に増えている■‘ドライマウズ’対策」   
8月24日（火）テレビ金沢じゃんけんぽん  
⑥「親知らずは、常に抜歯の対象か？」   
9月6日（月）NHK石川ワイド610  
………… の6回でした。  
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●百万石集り  ●テレビ出漬（NHlく）「ほつとブレイク 王寺方■Ju  
（り丁フリーポガピサ  
の通った■護を求めて  
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16年5月28。 山本悦秀  
●■▲●●●▲●●■…＝＝＝＝……＝＝■…＝●■●● ■■■■●■●■  
日棚隅細醐射緋紛轍欄展示賞金賞 
所属：放射線部 費賞日：平成16年4月8日  木津寛人  
…＝…●▼▼＝＝＝＝＝＝＝＝■＝■■＝＝■ ■■●●●●  
棚緋会細回日棚騨紛学術大会鞘展示賞銀賞 
所属：放射線部 受賞日：平成16年4月8日  
●● ■＝●■■●■■●●●●●●● ●●●●● ■■●●■●● ●● ●●●●●●■  
林 則夫  
●●●●●●●●  
石川県放射線技師会会長賞（二十年勤続表彰） 
所属：放射線部 受賞日：平成16年5月30日  上出伸一  
…＝……＝＝＝＝＝＝●●● 
慧慧慧慧＝莞慧慧 松井武司  
■■▼＝＝＝＝    ■●●＝＝……＝■＝■▲●●■■●●▲■■●●■●●  





慧慧慧慧孟ま言三雲ヒ≡竺≡ヨ 丸谷晃子  
●－＝＝■●■………＝…＝＝●－■■■●■■■●■ 
■ ■ ■ 1 ＝ ■ ■ll■ ■ ■ ■ ■ ■  
：表彰・受賞状況習鞄 ■  
●●●●●■●■■■●■■●■●●●●●■…＝●膚●●   




金子周一   
………‥  ■＝…■■■■■■■－●●●■■●●  
慧慧㌘慧罠成慧賢買 南麻紀子  
……＝＝＝▼＝＝＝＝＝＝■■■■■●■■●■．■■■■■．●■●■■●■●  
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人間として患者さんに向き合えるように   
退院さ  先日、初めて受け持った患者さんが  
癒というわけではなかったのですが、見送り（  － 









芸諒雷雲讃課聖書話芸器量∑這忘三≡岩室                      1声   
るようになりたいですがなかなか悶々としてしまいます。日々忙し ▲  
割両の方々のようにいつかな  
卒後臨床研修センター 戸澤 聡美                       （愛媛大学卒）  
牢 






転麿   






′■▼Llr、 病院内のロケーションすら把握できなかった研修初日に比べれば、少しは成長できたでしょうか。  











卒後臨床研修センター  渡蓮  慎  
（福井医科大学卒）  
編集・発行：金沢大学医学部附属病院 KindaiHospitalToday編集委員会（事務担当 病院部総務管理課総務係）  
TEL O76－265－2057 FAX O76－234－4320 E・maiJ hpsomu＠ad．kanazawa－u．aC．jp  
～読者の皆様からのおたよりをお待ちしております～  ／  
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